
























































































































































































































































































































































































































































































  巻二、第七  巻一、四  巻一、五
＜図５＞教科書からみられる助詞の教授方針ⅵ
５．おわりに
本研究では、従来の日本語教育史研究において看過されてきた山口喜一郎の韓国にお
ける業績・実践に着目し、彼の教授理論の成立過程について論じてきた。先ず、現在、
山口の教授法がどのように知られているのかについて検討した。先行研究を検討してみ
た結果、山口の教授法については、グアンの教授を応用して開発した日本語教授法であ
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ることが明らかになった。ところが、台湾における実践と業績が中心になっていたため、
山口の教授法の成立過程については検討されてこなかった。今まで検討されてこなかっ
た理由は、韓国での実践を看過していたからだと考えられる。山口の教授法は台湾から
韓国にかけての実践を通じて教授法が発展したが、韓国での実践は十分検討されなかっ
た。本研究では、山口が台湾（『台湾話方読本』（1900）と韓国（『韓国読本』（1912））
で編纂した教科書を資料として、山口の教授法の成立過程について探った。
まず、グアンの教授法と山口の教授法を比較することで、山口の教授法の特徴を明ら
かにした。そして、【教科書編纂方針】において５個、【教授法】において３箇の特徴を
発見した。明らかになった山口の特徴を踏まえて、韓国における実践を検討することで、
山口の教授法の60%以上が韓国で発達したものであることが分かった。つまり、山口の
教授法の８つの特徴の中、５つは韓国で改善されたものであり、山口の最終的教授理論
に影響を及ぼした。つまり、【教科書編纂方針】では「教材の選択方針・教材の構成方
針・言語活動の連絡方針」が、【教授法】では「母語の使用の可否・教授法の多様化」が、
韓国で改善された項目である。
【教材の選択方針】の「教材の選択方針」は「歌」を追加して、言葉への興味関心を
高め、語彙を拡張した。「教材の構成方針」は台湾から韓国時代になるほど、一つの動
作の流れについての教材の排列を簡潔化している。「言語活動の連絡方針」は「話し方
と綴り方」を繋げた。聞き方と話し方を繋げて音声言語を教え、読み方と書き方を繋げ
て文字言語を教えるという既存の概念から離れ、音声言語と文字言語を繋げた。
【教授法】の「母語の使用可否」は、台湾から韓国時代になる行くほど使用率が低く
なる。そして、「教授法は多様化」される。対訳を用いない「直接法」の開発を望んだ
山口としては、母語使用の減少と教授法の多様化は自らの教授法の発展において、最も
大事な課題であっただろう。この課題が韓国で改善されたことから、韓国における業績
は山口の日本語教育実践において、価値があることを意味する。
以上、韓国における業績・実践が山口の日本語教授法の成立において、大きな影響を
与えた重要な実践であることを明らかにした。
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